
オゾン水の濃度について，手洗いの場合，器具・機器洗浄の場合を教えてください． 
 

 

 
　現在，オゾン水による手洗い装置が市販されており，これを使用した手洗いがなされている医療

施設が散見されています．4ppmのオゾン水で手洗いを行った成績では，80～93%の減菌率を示した

との報告がなされています1）．また，in vitroでは1ppmと4ppmのオゾン水を比較した殺菌効果につい

て，Escherichia coli, Pseudomonas aeruginosa, Staphylococcus aureusに対して有意に4ppmのオゾン水の

殺菌効果が優れているとの報告もあります2）．　一方，術前の手洗いにオゾン水を使用した検討では，

手洗い後に多くの残存菌が認められたとの報告もあり3），オゾン水は水温やpHに影響を受けやすい

ことが原因と考えられます．以上のことから，4ppmのオゾン水は手洗いに有効と考えられますが，

使用時の水温やpHに注意する必要があると考えます． 

　また，器具などの消毒・滅菌は加熱による方法が一般的となっており，オゾン水での消毒の可否

は別として，50ppmでの洗浄について回答します．オゾン水は常温で使用できるために非耐熱性の医

療器具の洗浄に使用できますが，オゾンと接触した表面のみに有効となりますので注意が必要です．

20ppmのオゾン水は5分以内にバチルスを殺菌できますが，実際に血液汚染させた止血鉗子をオゾン

水に浸漬した場合，器具に残存菌を認めたとの報告がありますが，その排水からは残存菌は認めて

いないため，有効との報告がなされています4）．オゾン水の濃度を高くするか（例えば，50ppm），接

触時間を長くすれば残存菌は認められないとも推測されます．また，血液透析装置の消毒にオゾン

水を使用した検討では，オゾン水単独使用よりも洗浄剤や消毒薬との併用がより有効との報告もな

されています5）． 
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